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修士論文概要
序　論
　本論は、マラルメの作品『エロディアードの婚礼』（Les Noces d’Hérodiade）を論じる。マラルメの
突然の死によって未完のまま残された『婚礼』の草稿は、ガードナー・デイヴィスの読みおこしによっ
て、『エロディアードの婚礼　神秘劇』（一九五九年）という総題にまとめられ刊行された。本論は、詳
細な註解を通して、『婚礼』の全体像を浮かび上がらせること目的とする。特に『婚礼』に込められた
マラルメの思想を解明したい。マラルメの思想のなかでも最も重要とされる人間に秘められた「神性」
と詩人の目指すべき究極の「書物」がこの作品を読み解く鍵となるように思われる。『婚礼』は、「前奏
曲」、「舞台」、「中継ぎの舞台」、「終曲」よりなり、本論ではこれを順次読解し、思想的考察を各章ごと
に行う。
第一章　「前奏曲」論
　「前奏曲」は、「前奏曲Ⅰ」、「前奏曲Ⅱ」（「聖ヨハネ賛歌」）、「前奏曲Ⅲ」よりなる。なお「前奏曲」は、
制作時期を一八六六年までに遡る「古序曲」と取りかえられた作品である。
　まず「前奏曲」を振り返ると、「前奏曲Ⅰ」は「太陽」＝「後光」＝「黄金の皿」の連想からヨハネ
の首の出現が予告された。ヨハネの首は跪拝を捧げるべき崇高さを持つのだった。「前奏曲Ⅱ」は、斬
首されたヨハネの首の飛翔が、夏至の日の「太陽」の運動に重ねられていた。ヨハネの首は賛歌を歌い
ながら飛翔した。「前奏曲Ⅲ」は、城館のなかを鳴り響く賛歌が、ヨハネの亡霊に変わり、「寝台」によ
る「婚礼」の否認を打ち消す「黄金の皿」は、ヨハネ斬首という悲劇的な運命を明らかにした。
　「前奏曲」の内容は上記の通りだが、これを思想的に考察すると、「前奏曲」では、ヨハネが詩人的精
神の「天才 génie」として描かれていたことが重要である。ヨハネの精神は「太陽」に譬えられ、跪拝
を捧げなければならないものとして現れたのであり（「前奏曲Ⅰ」）、純粋な眼差しや非人称的精神を表
す頭部（「前奏曲Ⅱ」）、天頂の絶対的な瞬きの関係を永遠にする姿（「前奏曲Ⅲ」）は、マラルメにおけ
る詩人的精神のひとつの象徴なのである。「前奏曲」に「古序曲」が取りかえられた理由も、エロディ
アードの「処女性」に相応しい詩人的精神の「天才」としてのヨハネの造形のためなのである。
　さらにここで言う「天才」とは、マラルメにとって「神性 divinité」の象徴として位置づけられてい
ることが、ソネット「闇が宿命の法則によって」を参照したことからも明らかとなった。「前奏曲」は、
ヨハネを詩人的精神としての「天才」として讃えることに終始しているのである。ヨハネという「天才」
が賛美されているのは、「神」から「神性」へ、古い宗教的世界から文学の祝祭の世界へと向かうマラ
ルメの思想的転換のためなのである。「聖ヨハネ賛歌」をその中央に配する「前奏曲」は、「自己」にほ
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かならない「神性」の賛美をその思想的本質としているのである。
第二章　「舞台」論
　次に「舞台」であるが、制作時期が『婚礼』の他の作品とは二十年以上の差がある作品を読み解いて
『婚礼』のなかに位置づけるのが本章の目的であった。
　まず、「舞台」の内容を振り返ってみると、エロディアードという至高の「美」を持つ王女が、その
絶対的な処女性のなかに閉じこもろうとするのを、乳母が説得し現世に連れ戻そうとする対話のなかで
劇が進展した。エロディアードは乳母の誘惑を撥ね退け、処女性を貫こうと気丈に振舞うが、最後の場
面でその孤高を誇る感情にほころびが見えて、ついに運命的な男性が現れることへの期待を涙ながらに
告白するのだった。
　上記の内容である「舞台」を他の作品とうまく繋ぎ合わせるには、エロディアードがヨハネとの婚礼
を望んだ理由を探らなければならない。これはエロディアードの「美」の処女性を押さえておけば理解
できることであった。すなわち、いかなる男性の眼差しも避ける処女なるエロディアードは、孤絶した
自らの「美」を認識しようと、「鏡」や「泉水」に自らの姿を映すのであった。しかし少女である彼女
には、自らの「美」を完全に認識するのは困難だったのである。したがってエロディアードはヨハネの
至高の精神によって、己が「神秘」が照らしだされることを望んだのである。このような「美」の完全
なる認識の必要性が、「舞台」と『婚礼』の他の作品とを繋ぐ役割をしているのである。
　またなにより「舞台」で重要なことは、まず、エロディアードがマラルメの言う究極の「書物」（Livre
あるいはŒuvre）の象徴となっているということである。「舞台」のなかでエロディアードは、「聖書」
（Bible）の世界を代表する乳母と対比されて、「書物」の「美」を体現する女性として造形されていた
のである。それはエロディアード制作時のマラルメの書簡からも明らかなことである。エロディアード
は、マラルメの追い求める新しいエクリチュールの「美」として造形されていたのである。
　したがって処女エロディアードとは、充実した意味を持つがいかなる眼差しにも触れていない処女な
る「書物」なのである。エロディアードという女性を巡っての美学的な追求は、マラルメの「書物」の
夢のテーマへと結びつくことになるのである。
　また『婚礼』は「太陽劇」として構成されているのであり、「舞台」においてエロディアードは、「夜」
のイメージで語られていることも押さえておくべきことである。「終曲」で、「太陽」であるヨハネと
「夜」であるエロディアードは、日没の時刻に壮麗に交じり合うのである。
第三章　「中継ぎの舞台」論
　「中継ぎの舞台」は、「舞台」と「終曲」の橋渡しとなる作品だった。内容としては、エロディアード
の退出の命令に逆らって、乳母が立ち尽くしている場面が描かれていた。ヨハネの顔貌が茫漠として現
れるなか、この顔貌を明白にするためかのように、エロディアードはヨハネの首を刎ね「黄金の皿」に
のせて差し出せというのである。
　「中継ぎの舞台」で注目すべきなのは、老いた鳥に譬えられる乳母との決別である。乳母は、古い宗
教世界を代表する女であったが、エロディアードにとってヨハネとの「婚礼」へと歩みだすことが、こ
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のような退行的世界と決別することを意味しているのである。事実、乳母はヨハネの首を差し出したあ
と、舞台上から姿を消したのである。マラルメは、乳母を退けることで古い宗教的世界と別れを告げる
のである。「婚礼」という華々しい舞台は、「神性」の体現者ヨハネと「書物」の象徴エロディアードと
いうマラルメの創りだした二人の英雄によって行われるのである。
第四章　「終曲」論（及び結論）
　最後に「終曲」であるが、本論では「終曲Ⅰ」、「終曲Ⅱ」両方を取りあげた。「終曲Ⅰ」では、「太陽」
であるヨハネが、「夜」であるエロディアードと交わる、日没の場面から婚礼が始まった。予感された
花婿であるヨハネの首がついにエロディアードの前に差し出され、皿にのせられたヨハネの首への語り
かけともとれる独白が始まる。純潔な「百合」に譬えられていたエロディアードが、ヨハネの首との交
合の舞いによって「薔薇」のごとく血に染まり、同時に太陽が地平線を真っ赤にしながら消える。この
瞬間にエロディアードの婚礼が達成された瞬間が象徴化されていた。エロディアードが、自らが女王と
なるには、ヨハネという「抽象的な侵入」が必要だったのだと宣言して「終曲Ⅰ」は幕を閉じる。「抽
象的侵入」とはヨハネの「神性」のことであり、エロディアードはヨハネの「神性」によって自らの「美」
を照らしだされ、同時にそれを自覚したのだった。「終曲Ⅱ」では、婚礼を終えたエロディアードの決
定的変容と、エロディアードがヨハネへ処女性を捧げたことが様々な形で言い換えられていた。
　「終曲」では、至高の「美」を持つエロディアードが、ヨハネの「神性」を取り込み、その「純粋な
眼差し」によって、自らの潜在的な「美」を花開かせるという最後が描かれていた。エロディアードは、
ヨハネの「神性」を主体として生きることによって、真の「美」の自覚に至ったのである。
　これを思想的な観点から捉えると、処女なる絶対の「書物」をその純粋性に適った読者の眼差しで犯
す劇であると読むことができた。絶対の「書物」の「美」が、「神性」に他ならない読者の「純粋な眼
差し」によって初めて花開くのである。
　要するに『婚礼』でマラルメは、「書物」と「神性」とを合一させることで、自らの詩学の究極的な
理想を描いていたのである。「書物」と「神性」との合一、これをマラルメの言葉で言うと、詩の「祝祭」
の実現を表している。「純粋な眼差し」によって自らの「美」を自覚し、「女王」となったエロディアー
ドの「歓喜」は、詩の「祝祭」の「歓喜」を表していたのだ。エロディアードが肉体を捧げた婚礼の「宴」
（festin）とは、詩の「宴」のことだったのである。
　マラルメは自らの詩学の希望が託された「書物」と「神性」の合一の夢を、エロディアードとヨハネ
という至高の存在の婚礼によって語っていたのであり、そこに古い宗教的世界に代わる、人類の進むべ
き道があると考えたのだった。『婚礼』の日没の火災は、男女の交合の「祝祭」から、詩の「祝祭」に
辿り着くのであった。『婚礼』とは詩の「祝祭」の理想的実現の虚構化であり、そのための偉大なる一
歩であると結論づけられた。
　『婚礼』は、マラルメを襲った突然の死によって、ヴァルヴァンの別荘に未完のまま残された作品で
あった。結果的にこの作品がマラルメ最後の夢となったのだが、そこから立ち現れたのは、「書物」と「神
性」との合一という詩の「祝祭」の夢であった。詩の究極的な理想を語ったこの作品はまさに、詩にす
べてをかけたマラルメを象徴づける作品であったのである。
